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最初ウィンドウズを立ち上げたとき

に、パスワードを設定しましたか。こ

れを行っていないと、コンピュータの使用者

が特定できないため、ダイアルアップ接続を

する際のダイアログで、パスワードは保存さ

れません。というのは、ウィンドウズの立ち

上げでパスワードが設定されていないのにダ

イアルアップ接続でパスワードが保存できる

と、そのコンピュータを使う誰もがあなたの

パスワードを使ってインターネットに接続でき

てしまうからです。

このため、まず初めにウィンドウズのパス

ワードを登録しなければなりません。そのや

りかたを説明しましょう。「スタート」→「設

定」→「コントロールパネル」を開いて、

「パスワード」をダブルクリックします。「パ

スワード」画面が出るので、「ユーザー別の

設定」タブで「ログイン時に各ユーザーの

デスクトップ設定に変更する」にチェック

を付けます。「OK」を押し、コンピュータを

再起動します。

すると、ウィンドウズが立ち上がる途中で、

ユーザー名とパスワードを聞いてきます。こ

こで、その2つを入力します。

いったんこの作業をすると、ダイアルアッ

プ接続のダイアログでパスワードの保存がで

きるようになります。

また、もともとネットワークの設定がさ

れているコンピュータの場合（デスクトッ

プ上に「ネットワークコンピュータ」アイ

コンがある場合）は、ネットワークの設定

の再登録から始める必要があります。

（編集部）
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このコーナーでは、皆さん 
から寄せられたインターネットに関する質問や

疑問にお答えします。分からないことや疑問はどんなこと 
でもけっこうですので、編集部までお寄せください。 

メールアドレスは ip-faq@impress.co.jp です。 
なお、質問へのメールでの回答はできませんので 

ご了承ください。 
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プロバイダーへのダイアルアップ

接続時に出るダイアログでユーザー

名とパスワードを入れる際に、ユーザー

名は最初から入っているのでパスワード

欄だけを打ち込み、接続するとき「パ

スワードの保存」チェック欄にチェック

を付けても、次回ダイアルアップ接続

時になると、パスワードの保存のチェ

ックが消えて、再びダイアログが出てき

てしまいます。これは何が原因なので

しょうか。 （愛知県 北川康治さん）
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ダイアルアップ接続のパスワードの保存

今 月 の 回 答 者
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【アドバイザー】砂原秀樹
奈良先端科学技術大学院大学
情報科学センター助教授
WIDEプロジェクト・ボードメンバー

ダイアルアップ接続のパスワードの保存

2か所で同じメールを受信する

「WIDE」について
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また、他のアドレスに転送するやりかたと

して、メールサーバー側の転送サービスを使

う方法もあります。プロバイダーのホーム

ページで設定や解除を行うものが多く、自

分のアドレス宛てに届いたメールを事前に登

録したメールアドレスへ自動転送できます。

このほか、便利なのが電子メール専用プ

ロバイダーが提供する転送サービスです。会

社で使うアドレスをA、自宅で使うアドレスを

Bとして、プロバイダーから新しくCというア

ドレスを発行してもらい、このCを会社や友

人に教えます。平日昼間はCへのメールは

Aに転送させ、夜間や休日はBに転送するよ

うに切り替えます。切り替え方法はプロバ

イダーによって異なりますが、プロバイダー

へメールを送って制御する方法が便利です。

同じメールを読むという条件は満たされま

せんが、便利な機能です。

幾通りかの方法はあっても決定的なもの

がないのは、メールサーバーのほとんどが

POP3プロトコルを使っているためです。次

世代のプロトコルとして注目されている

IMAPならば、サーバーにメールを残したま

ま、必要なメールだけをクライアント側に読

み込め、複数の箇所でメールを読むことに

対応できるようになるでしょう。（菊地宏明）

〈 参考 〉

pcANYWARE 32 j http://www.symantec.co.jp/
products/pca80/pcA80.htm

Timbuktu j http://www.dit.co.jp/products/

かりやすい方法ですが、着信したメールが削

除されるまでにサブマシンから読み出さない

と、サブマシン側でメールは読むことができ

ず、削除するまでの期限を延ばすとメールサ

ーバーに蓄積されるメールが増えてしまいま

す。短期出張や自宅からの利用では、毎日

アクセスできると仮定して2日程度がよいと

思います。

問題は、「メールサーバーにメールを残す」

設定を禁止されている場合です。管理上の

理由で読んだらすぐに削除することを義務づ

けられていたら、先の方法は使えません。

セキュリティー上の問題がなければ、シマ

ンテック（ 株 ）の pcANYWARE 32や

Netopia社のTimbuktu Proなどの画面共有

リモートコントロールソフトを使って、自宅

や出張先から会社のメインマシンをコントロ

ールし、画面を表示させて着信メールを読

むことができます。この方法では、サブマシ

ン側にメールは保存されないので、メール

をどこに保存したかを気にする必要はありま

せん。

他のアドレスに転送して取り扱うこともで

きます。自宅で使う個人アドレスへ転送して

自宅で読むといいでしょう。これには、電

子メールソフトのフィルター機能を使います。

この方法では、あらかじめ転送条件や転送

先を設定します。しかし、インターネットに

常時接続されているならば効果的ですが、

ダイアルアップ接続には適しません。
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複数の場所で電子メールを読むこ

とはよくあります。そのために会社に

あるデスクトップなど、主としてメールを読

む側のコンピュータではメールを取り込んで

から数日後にサーバーからメールを削除す

るよう設定し、自宅や出張先などのサブマ

シンではサーバーから取り込んだときにメー

ルを削除しないようにします。これは、メ

インマシンが着信メールを取り込んだあと

も、サブマシン側でも読めるようにするた

めです。メインマシンでは、着信したすべ

てのメールを読み込んでおき、これを保存す

るためのハードディスクを用意しておきます。

メインマシンにすでに取り込んだメールも、

設定した時間が経過したあとでのアクセスで

削除されますので、必要以上にメールサー

バーに溜まることはありません。このように

することで、メインマシンとサブマシンの両

方でメールを読むことができます。単純で分

自宅と会社とで、メールソフト

をまったく同じ設定にしています。

そこで、「サーバーにメッセージのコピ

ーを残す」の設定をONにしていないと

きに、会社でメッセージを受信しまし

た。家に帰ってもう一度同じメッセー

ジを受信したい場合、自分で自分にそ

のメッセージを再送または転送しない

限りは、もう一度見られないと思うの

ですが、やはりそうなのでしょうか。自

宅でゆっくりメールを見たいし、一方で

同じものを会社でも見たいというよう

な場合、一般にどういう方法がベスト

でしょうか。 （北海道 関根政実さん）
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2か所で同じメールを受信する

【アドレスを別に取得する方法】 メール転送サービスを提供する主なプロバイダー

プロバイダー名 問い合わせ 転送先 サーバー 転送サービス 転送先
指定 への保存 利用料（月額） 設定

BEKKOAME/INTERNET 0120-048-444 2、3程度 × 無料 WWW

BIGLOBE 0120-86-0962 1 ○ 一部有料 WWW

DTI 0120-830-501 1 （注1） ○ 無料 WWW

Highway Internet 0120-403-410 制限なし （注2） 試験運用中 TELNET

IIJ 03-5259-6000 2 ○ 無料 WWW

Infoweb 0120-544-254 2 ○ 無料 WWW

Panasonic Hi-Ho 06-949-2342 制限なし ○ 無料 WWW

teleway Sirius 0070-800-464955 1 ○ 100円 WWW

U-netSURF 03-5546-3085 1 × 無料 TELNET

（注1）FAXにも送信可（有料） （注2）転送先に自分のアドレスも指定すればよい
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に行われることが、日本のインターネット全

体としてのデータの流通をスムーズにするこ

とにつながりますから、快適なインターネ

ットを構築するために重要な研究というこ

とになります。

このほか、モバイルインターネットに関す

る研究や計算機を用いないインターネット

アクセス方式の研究、インターネットFAX

やインターネット電話、マルチプロトコルレ

イヤースイッチ技術、衛星通信を使ったイン

ターネット構築技術、セキュリティー技術、

インターネットを利用した教育などさまざま

な研究活動を行っています。

これらの成果は、研究発表やソフトウェ

アの配布などによって公開されています。例

えば、WIDE版のDHCPやsendmailの設

定ファイル作成ツール、電子メールエージェ

ントmewなどを使っておられる方も多いの

ではないでしょうか。WIDE版のIPv6用ソ

フトウェアも間もなく公開される予定です。

WIDEプロジェクトは来年で10周年にな

りますが、今後もインターネットにかかわるさ

まざまなことについて研究を進めていく予

定です。我々の成果は、あらゆる場面で積極

的に公開していきますので、今後も我々の活

動に期待していてください。 （砂原秀樹）

研究テーマは、本当に技術的なことから、

「インターネット災害訓練」のようにインター

ネットの社会的な影響に関するものまで、多

岐にわたっています。例えば、「IPv（バー

ジョン）6」と呼ばれる次世代インターネッ

トの基盤となる新しいプロトコルの研究が

行われています。IPv6はすでにRFCが出さ

れて基本的な部分は確立しています。しか

し、ソフトウェアとして実現する場合や、シ

ステムの運用などで検討しなければならな

いことが多く、WIDEプロジェクトではIPv6

で動作するシステムを実際に開発し、それ

を用いて運用実験を行っているのです。こ

の運用実験は「6bone」と呼ばれる世界

的な運用実験の一部として行われており、

次世代のインターネット開発の一翼を担っ

ているわけです。

また、みなさんに直接関係のある活動と

してはNSPIXPがあります。これは、インタ

ーネットサービスプロバイダー（ISP）の相互

接続を行う場所で、そこでの運用技術の開

発やサービスの提供方法についてISPととも

に研究を行っているわけです。現在、東京

で2か所（NSPIXP-1、2）、大阪で1か所

（NSPIXP-3）の場所を用意して研究を行

っています。ここでのデータの交換が円滑

インターネットにかかわっていると

「WIDE」という怪しげな集団の話をよ

く聞くと思います。この質問もいつか来る

んじゃないかと思っていたのですが……。

WIDEプロジェクトは、インターネットに

おける新しい技術の研究や開発、インター

ネットの利用・運用について研究を行う研究

者の集まりです。僕自身もメンバーの1人で

もあり、かつ、WIDEプロジェクトを運営する

ボードメンバーの1人でもあります。要する

に、インターネットにかかわるさまざまなこ

とについて考えている集団なのです（けっし

て怪しい地下組織ではありません）。

WIDEプロジェクトは、慶應義塾大学の村

井純教授を代表として、インターネットがま

だこれほど一般的ではなかった1988年に結

成されました。当時は、現在のような形式

のインターネットは日本にはなく、他の組織

と協力してインターネットを日本に構築する

ということが最初の活動だったのです。現在

では、大学、国立研究機関、企業の研究所

などから300名以上のメンバーが参加して

おり、さまざまなテーマに取り組んでいます。
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インターネットマガジンを購読し

て間もないのですが、よく「WIDE」

という言葉が出てきます。これは、ど

ういうもので、どのような活動をして

いるのでしょうか。

（今井典孝さん）
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WIDEホームページ
j http://www.wide.ad.jp/

左がWIDEプロジェクトのホームページである。より詳しい活
動内容などについて知りたい場合には、ここを参照していた
だきたい。現在、WIDEプロジェクトで行われている研究活
動などを知ることができる。
そのほか、このページから1月17日に行われる「インターネ
ット災害訓練」についても知ることができる。

右はNSPIXPのホームページ。ISP間の相互接続に関する技
術的問題について検討を行っている。
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